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今月の主な内容

▼市議会だより
　第2回定例会が開催されました　　　2〜3

▼まちのニュース
　棚機祭／けはや法要　ほか　　　　4〜 5

▼お知らせ
　特別児童扶養手当について／国勢調査が始
　まります／生涯学習講座募集　ほか　　10

▼人権
　人権教育地区別懇談会を開催　　　　　11

葛城市マスコットキャラクター

蓮花ちゃん

▼ただいま、練習中！
まほろばステージ出演に向け太鼓を練習する園児たち（P18）
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市

議

会

だ

よ

り

　

第
２
回
定
例
会
が
６
月
16
日
か
ら
30
日

ま
で
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
定
例
会
で
は
、
工
事
請
負
契
約
の
締

結
な
ど
様
々
な
議
案
が
審
議
さ
れ
、
６
月

21
日
か
ら
２
日
間
に
わ
た
り
、
７
名
の
議

員
か
ら
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
期
外
に
も
、
特
別
委
員
会
等

が
開
催
さ
れ
、
所
管
事
項
に
つ
い
て
審
議

さ
れ
ま
し
た
。

　

議
会
審
議
日
程

４
月
12
日　

議
会
運
営
委
員
会

４
月
22
日　

議
会
運
営
委
員
会

６
月
３
日　

行
財
政
改
革
特
別
委
員
会

６
月
７
日　

議
会
運
営
委
員
会

６
月
16
日　

本
会
議

６
月
21
日　

本
会
議
（
一
般
質
問
）

６
月
22
日　

本
会
議
（
一
般
質
問
）

６
月
23
日　

総
務
文
教
常
任
委
員
会

６
月
24
日　

民
生
水
道
常
任
委
員
会

６
月
25
日　

都
市
産
業
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
尺
土
駅
前
広
場
整
備
事
業
特
別
委
員
会

６
月
30
日　

本
会
議

　

議
案
の
主
な
内
容
と
結
果

 

【
報　

告　

案　

件
】 

■
葛
城
市
土
地
開
発
公
社
の
経
営
状
況
の

　

報
告
に
つ
い
て
（
報
告
の
み
）

　

平
成
21
年
度
決
算
の
報
告
で
す
。

■
平
成
21
年
度
葛
城
市
一
般
会
計
繰
越
明

　

許
費
繰
越
計
算
書
の
報
告
に
つ
い
て　

　
（
報
告
の
み
）

　

平
成
21
年
度
予
算
か
ら
平
成
22
年
度
予

算
へ
繰
越
し
た
繰
越
額
お
よ
び
財
源
内
訳

の
報
告
で
す
。

■
平
成
21
年
度
葛
城
市
下
水
道
事
業
特
別

　

会
計
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
の
報
告

　

に
つ
い
て
（
報
告
の
み
）

　

下
水
道
事
業
費
に
お
け
る
平
成
21
年
度

予
算
か
ら
平
成
22
年
度
予
算
へ
繰
越
し
た

繰
越
額
お
よ
び
財
源
内
訳
の
報
告
で
す
。

【
専　

決　

処　

分
】

■
葛
城
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
こ

　

と
に
つ
い
て

全
会
一
致
に
よ
り
承
認

　

地
方
税
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の

施
行
に
伴
い
、
個
人
住
民
税
の
公
的
年
金

か
ら
の
特
別
徴
収
制
度
の
対
象
と
な
ら
な

い
65
歳
未
満
の
公
的
年
金
に
係
る
所
得
を

有
す
る
給
与
所
得
者
に
つ
い
て
、
公
的
年

金
等
に
係
る
所
得
割
額
を
、
給
与
所
得
に

係
る
所
得
割
額
お
よ
び
均
等
割
額
に
加
算

し
て
給
与
か
ら
特
別
徴
収
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
条
例
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

■
葛
城
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

　

を
改
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て

全
会
一
致
に
よ
り
承
認

　

地
方
税
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
お

よ
び
地
方
税
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正

す
る
政
令
の
施
行
に
伴
い
、
基
礎
課
税
額

の
合
算
限
度
額
や
後
期
高
齢
者
支
援
金

等
課
税
額
の
合
算
限
度
額
の
引
き
上
げ
や
、

被
保
険
者
が
、
非
自
発
的
な
理
由
に
よ
り

離
職
し
た
場
合
で
、
前
年
所
得
中
に
給
与

所
得
が
あ
る
場
合
に
減
額
判
定
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
条
例
改
正
を
行
う
も
の
で

す
。

■
奈
良
県
療
育
手
帳
制
度
実
施
要
綱
の
一

　

部
を
改
正
す
る
要
綱
の
施
行
に
伴
う
関

　

係
条
例
の
整
備
に
つ
い
て

全
会
一
致
に
よ
り
承
認

　

奈
良
県
療
育
手
帳
制
度
実
施
要
綱
の
一

部
改
正
に
伴
い
、
奈
良
県
が
発
行
す
る
療

育
手
帳
の
障
害
の
程
度
が
２
区
分
か
ら
４

区
分
に
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
条
例

改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

■
平
成
22
年
度
葛
城
市
老
人
保
健
特
別
会

　

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
に
つ
い
て

全
会
一
致
に
よ
り
承
認

　

平
成
21
年
度
に
交
付
さ
れ
た
支
払
基
金

お
よ
び
国
庫
負
担
金
の
そ
れ
ぞ
れ
が
、
事

業
実
績
に
照
ら
し
て
不
足
と
な
っ
た
こ
と

に
よ
る
補
正
で
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
０
３
万
１
千
円

を
追
加
す
る
も
の
で
す
。

　
　【

条　

例　

関　

係
】 

■
葛
城
市
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に

　

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
こ
と

　

に
つ
い
て

全
会
一
致
に
よ
り
可
決

　

国
家
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る

法
律
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
地
方
公
務
員

の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
が

改
正
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
本
条
例
を

改
正
す
る
も
の
で
、
配
偶
者
の
就
業
状
況

に
か
か
わ
り
な
く
育
児
の
た
め
の
早
出
遅

出
勤
務
お
よ
び
時
間
外
勤
務
の
制
限
の
請

求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
た
改
正
と
、

３
歳
に
満
た
な
い
子
の
あ
る
職
員
が
、
子

を
養
育
す
る
た
め
に
請
求
し
た
場
合
は
、

原
則
と
し
て
時
間
外
勤
務
を
さ
せ
て
は
な

ら
な
い
と
い
う
規
定
を
設
け
た
も
の
で
す
。
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■
葛
城
市
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る

　

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て

全
会
一
致
に
よ
り
可
決

　

地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る

法
律
の
一
部
が
改
正
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、

本
条
例
を
改
正
す
る
も
の
で
、
従
前
で
は

配
偶
者
が
常
態
と
し
て
養
育
で
き
る
場
合

は
、
育
児
休
業
等
を
す
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
も
の
が
、
配
偶
者
の
就
業
の
有
無

や
育
児
休
業
の
取
得
の
有
無
等
の
状
況
に

関
係
な
く
育
児
休
業
等
を
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
条
例
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

■
葛
城
市
職
員
団
体
の
た
め
の
職
員
の
行

　

為
の
制
限
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一

　

部
を
改
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て

全
会
一
致
に
よ
り
可
決

　

地
方
公
務
員
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
職

員
が
給
与
を
受
け
な
が
ら
職
員
団
体
の
た

め
そ
の
業
務
を
行
い
、
ま
た
は
活
動
を
す

る
こ
と
が
で
き
る
場
合
を
定
め
て
お
り
、

そ
の
規
定
の
中
に
葛
城
市
職
員
の
勤
務
時

間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

に
よ
り
定
め
た
、
時
間
外
勤
務
代
休
時
間

を
加
え
る
も
の
で
す
。

■
葛
城
市
火
災
予
防
条
例
の
一
部
を
改
正

　

す
る
こ
と
に
つ
い
て

全
会
一
致
に
よ
り
可
決

　

対
象
火
気
設
備
等
の
位
置
、
構
造
及
び

管
理
並
び
に
対
象
火
気
器
具
等
の
取
扱
い

に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
省
令
の
改
正
に
よ
り
、
対
象
火
気

設
備
等
に
「
固
体
酸
化
物
型
燃
料
電
池
」

が
加
え
ら
れ
る
こ
と
の
改
正
と
、
消
防
法

施
行
規
則
お
よ
び
特
定
共
同
住
宅
等
に
お

け
る
必
要
と
さ
れ
る
防
火
安
全
性
能
を
有

す
る
消
防
の
用
に
供
す
る
設
備
等
に
関
す

る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
の
施
行

に
伴
い
、
条
例
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

■
奈
良
県
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
金
回
収

　

管
理
組
合
を
組
織
す
る
市
町
村
の
数
の

　

減
少
及
び
奈
良
県
住
宅
新
築
資
金
等
貸

　

付
金
回
収
管
理
組
合
規
約
の
変
更
に
つ

　

い
て

全
会
一
致
に
よ
り
可
決

　

奈
良
県
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
金
回
収

管
理
組
合
に
加
入
構
成
し
て
い
た
生
駒
市

が
、
す
べ
て
の
債
権
の
償
還
が
終
了
し
脱

退
す
る
こ
と
に
伴
い
、
規
約
の
変
更
を
す

る
も
の
で
す
。

【
予　

算　

関　

係
】

■
平
成
22
年
度
葛
城
市
一
般
会
計
補
正
予

　

算
（
第
１
号
）
の
議
決
に
つ
い
て

全
会
一
致
に
よ
り
可
決

　

日
本
脳
炎
予
防
接
種
委
託
料
、
緑
の
産

業
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
委
託
金
、
鳥

獣
害
防
止
対
策
協
議
会
へ
の
負
担
金
、
下

水
道
事
業
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
の
追

加
等
に
よ
り
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
２
６
６
万
７
千
円

を
追
加
す
る
も
の
で
す
。

■
平
成
22
年
度
葛
城
市
下
水
道
事
業
特
別

　

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
の
議
決
に

　

つ
い
て

全
会
一
致
に
よ
り
可
決

　

新
村
地
区
の
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
維
持

修
繕
費
の
追
加
分
と
し
て
、
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
に
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

３
７
０
万
円
を
追
加
し
す
る
も
の
で
す
。

【
そ　

の　

他
】

■
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
（
葛

　

城
市
立
新
庄
中
学
校
校
舎
地
震
補
強
・

　

大
規
模
改
造
工
事
（
第
２
期
））

全
会
一
致
に
よ
り
可
決

　

葛
城
市
立
新
庄
中
学
校
校
舎
地
震
補

強
・
大
規
模
改
造
工
事
（
第
２
期
）
に
つ

い
て
、
総
合
評
価
落
札
方
式
に
よ
る
一
般

競
争
入
札
を
執
行
し
た
と
こ
ろ
、
株
式
会

社
鍜
治
田
工
務
店
が
落
札
し
、
契
約
金
額 

２
億
４
４
６
５
万
円
で
請
負
契
約
を
締
結

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

市議会だより

◆
詳
し
い
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
「
葛
城
市
議
会
」
会
議

録
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。（
な
お
、
こ

の
議
会
の
会
議
録
は
、
９
月
頃
に
掲
載
の

予
定
で
す
。）

◆
本
会
議
お
よ
び
委
員
会
（
一
部
除
く
）

は
傍
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
市
民
か

ら
選
ば
れ
た
市
議
会
議
員
の
議
会
活
動
や

市
政
の
方
針
を
知
る
良
い
機
会
で
す
の
で
、

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
会
議
予
定
な
ど

詳
し
い
こ
と
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

に
な
る
か
、
ま
た
は
議
会
事
務
局
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

全
国
市
議
会
議
長
会
感
謝
状
を
受
章

　

全
国
市
議
会
議
長
会
長
か
ら
、
全
国
市

議
会
議
長
会
評
議
員
の
功
績
に
対
す
る
感

謝
状
が
、
次
の
方
々
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
栄
誉
あ
る
受
章
を
心
か
ら
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
と
も
市

政
発
展
の
た
め
一
層
の
ご
尽
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

石
井　

文
司 

氏
（
新
庄
）

　

下
村　

正
樹 

氏
（
尺
土
）
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布
施
城
跡
学
習
会

棚た
な
ば
た機
祭

〜
短
冊
に
願
い
を
〜

　

７
月
４
日
、「
布
施
城
跡
学
習
会
」（
主

催
：
山
里
を
愛
す
る
者
の
集
い
）
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
市
内
外
か
ら
52
名
の
参
加
者

が
あ
り
、
参
加
者
た
ち
は
、
畝う

ね
じ
ょ
う
た
て
ぼ
り

状
竪
堀
群

や
櫓や

ぐ
ら
だ
い台

な
ど
を
見
学
し
、
歴
史
博
物
館
学

芸
員
に
よ
る
説
明
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
て

い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
大
和
平
野
を
見
渡

せ
る
主
郭
で
昼
食
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

中
田
姫
万
梨
さ
ん
は
、「
楽
し
か
っ
た
。

次
は
お
友
達
と
登
り
た
い
」、
酒
井
正
浩

さ
ん
は
「
布
施
城
の
こ
と
を
知
る
こ
と
が

で
き
て
よ
か
っ
た
。
ま
た
機
会
が
あ
れ
ば

参
加
し
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

同
会
で
は
、
土
地
所
有
者
の
協
力
に
よ

り
美
化
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
作
業

や
学
習
会
の
参
加
は
、
岩
郷
代
表
【
☎

０
９
０　

８
９
８
８　

７
９
５
０
】
ま
で

　
「
七
夕
」
と
い
う
小
字
が
残
る
太
田
で

７
月
７
日
、「
棚
機
祭
」
が
開
催
さ
れ
、

相
撲
館
、
新
庄
小
学
校
附
属
幼
稚
園
な
ど

で
願
い
事
を
書
い
た
短
冊
を
つ
け
た
サ
サ

飾
り
が
棚
機
の
森
へ
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
市
内
外
か
ら
多
く
の
蓮
花

ち
ゃ
ん
短
冊
が
よ
せ
ら
れ
、
同
館
で
展
示

し
て
い
た
サ
サ
竹
に
は
短
冊
が
あ
ふ
れ
か

え
っ
て
い
ま
し
た
。
短
冊
に
は
、「
ケ
ー

キ
や
さ
ん
に
な
り
た
い
」「
サ
ッ
カ
ー
が

上
手
く
な
り
た
い
」
な
ど
願
い
が
込
め
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

　

市
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
蓮
花

ち
ゃ
ん
も
せ
ん
と
く
ん
へ
の
思
い
を
込
め

た
短
冊
を
奉
納
し
ま
し
た
。
参
加
し
た
園

児
ら
は
、「
れ
ん
か
ち
ゃ
ん
の
短
冊
♥
」

と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

２
年
連
続
全
国
大
会
出
場

　

葛
城
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
當
麻
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
（
上
田
泰
夫
監
督
）
が
先
日
の
奈

良
県
予
選
で
団
体
優
勝
し
、
２
年
連
続
で
若
葉
カ
ッ
プ
全
国
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

『
仲
間
を
信
じ
全
力
で
プ
レ
ー
し
予
選
リ
ー
グ
突
破
を
！
』

　

６
月
27
日
に
開
催
さ
れ
た
第
30
回
全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
小
学
生
奈
良
県
大
会
に
お

い
て
、
葛
城
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
「
葛
城
ジ
ュ
ニ
ア
」
が
優
勝
し
、
2
連
覇
を
成
し
遂

げ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
８
月
11
日
か
ら
14
日
に
か
け
て
東
京
体
育
館
で
開
催
さ
れ
る
第
30
回

全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
小
学
生
全
国
大
会
に
奈
良
県
代
表
と
し
て
２
年
連
続
出
場
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
の
全
国
大
会
で
の
ご
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

▲當麻バドミントン部選手一同

▲葛城ジュニア選手一同
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け
は
や
法
要
と

ワ
ン
パ
ク
相
撲
大
会

　

７
月
10
日
、「
け
は
や
法
要
」（
主
催
：

葛
城
市
観
光
協
会
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、「
現
役
力
士
安
全
祈
願
並
び
に

物
故
力
士
追
善
法
要
が
「
け
は
や
塚
」
で

営
ま
れ
ま
し
た
。
法
要
終
了
後
に
は
、「
第

５
回
葛
城
市
ワ
ン
パ
ク
相
撲
大
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
市
内
か
ら
31
名
の
児
童

が
参
加
し
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
相
撲
未
経
験
者
に
よ
る
相
撲
体

験
も
同
時
に
開
催
さ
れ
会
場
を
盛
り
上
げ

ま
し
た
。
相
撲
甚
句
の
披
露
な
ど
多
く
の

催
し
も
あ
り
子
ど
も
達
の
歓
声
が
会
場
内

に
響
き
わ
た
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ワ
ン
パ
ク
相
撲
大
会
の
結
果
は
以
下
の

通
り
で
す
。（
敬
称
略
）

【
１
・
２
年
の
部
】

　

優
勝　

葛
本　

大
志

【
３
・
４
年
の
部
】

　

優
勝　

吉
岡　

大
翔

【
５
・
６
年
の
部
】

　

優
勝　

巽　
　

一
麿

平
城
宮
跡

ま
ほ
ろ
ば
ス
テ
ー
ジ

　

６
月
13
日
、
平
城
遷
都
１
３
０
０
年
祭

の
主
会
場
、
平
城
宮
跡
ま
ほ
ろ
ば
ス
テ
ー

ジ
（
奈
良
市
）
で
、「
葛
城
市
の
日
」
の

イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、葛
城
市
民
劇
団「
風

塾
」
に
よ
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
劇
「
中
将
姫

物
語
異
聞
」
が
上
演
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

Ｍ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
た
か
ま
つ
が
「
平
城

遷
都
１
３
０
０
年
祭
へ
夢
太
鼓
」、
け
は

や
相
撲
甚
句
会
が「
相
撲
甚
句
葛
城
場
所
」

を
唄
い
、
チ
ー
ム
白
鳳
が
、「
葛
城
ま
ほ

ろ
ば
ソ
ー
ラ
ン
」
を
踊
り
、
葛
城
市
を
大

い
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

同
会
場
で
は
、
８
月
14
・
15
日
に
新
庄

北
小
学
校
附
属
幼
稚
園
を
は
じ
め
３
団
体

が
出
演
し
ま
す
。（
18
ペ
ー
ジ
）

　

中
将
姫
伝
説
を
ア
レ
ン
ジ
し
て
上
演
し

た
同
劇
団
の
井
森
明
美
団
長
は
「
貴
重
な

公
演
さ
せ
て
い
た
だ
き
感
謝
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
中
将
姫
な
ど
を
テ
ー
マ
と
し

て
葛
城
市

を
盛
り
上

げ
る
芝
居

を
し
て
い

き
た
い
」

と
話
し
て

い
ま
し
た
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

か
ら
、
か
わ
い
い
孫
た
ち
へ

手
作
り
雑
巾
を
寄
贈

　

葛
城
市
寿
連
合
会
か
ら
、
孫
た
ち
が

通
う
市
内
の
各
幼
稚
園
、
保
育
園
（
所
）、

小
学
校
、
中
学
校
へ
手
作
り
雑
巾
が
寄
贈

さ
れ
ま
し
た
。

　

会
員
の
皆
さ
ま
に
よ
り
作
ら
れ
た
雑
巾

は
、
約
６
７
０
０
枚
も
寄
せ
ら
れ
、
７
月

６
日
に
寿
連
合
会
の
代
表
者
が
各
所
へ

訪
問
し
、「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
た
ち
が
一
生
懸
命
作
り
ま
し
た
の
で
、

み
な
さ
ん
き
れ
い
に
し
て
下
さ
い
ね
。」

と
真
心
の
こ
も
っ
た
手
作
り
雑
巾
を
手
渡

し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
雑
巾
を
受
け
取
る
と

元
気
い
っ
ぱ
い
大
き
な
声
で
お
礼
を
言
い

ま
し
た
。

　

寿
連
合
会
の
み
な
さ
ま
、
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

全
国
市
区
選
挙
管
理
委
員
会
連
合
会
は

全
国
の
市
お
よ
び
特
別
区
の
選
挙
管
理
委

員
会
を
会
員
と
し
て
構
成
さ
れ
る
団
体
で
、

選
挙
事
務
の
研
究
、
情
報
公
開
、
法
令
改

正
要
望
の
と
り
ま
と
め
な
ど
、
選
挙
に
関

す
る
広
範
な
活
動
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。

　

葛
城
市
か
ら
長
年
の
適
正
な
選
挙
管
理

執
行
お
よ
び
啓
発
活
動
に
功
績
の
あ
り
ま

し
た
、
葛
城
市
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

の
吉
村
和
雄
さ
ん
と
委
員
の
持
田
成
典
さ

ん
が
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。持田　成典 氏 吉村　和雄 氏

全
国
市
区
選
挙
管
理
委
員
会
連
合
会
の

表
彰
受
賞
者
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特別児童扶養手当制度のお知らせ
▼特別児童扶養手当制度　　　　　

　20 歳未満の身体や精神に中程度以上の障害のある児童を監護している父や母、あるいは父母にか
わってその児童を養育している方に児童の福祉の増進を図ることを目的として支給される手当です。

▼手当の支給要件　　　　　　　　　
　次の①～③に該当する場合は、手当を受給することができません。
①手当を受けようとする方や対象となる児童が日本に住んでいないとき。
②児童が児童福祉施設等（通所施設は除く。）に入所しているとき。
③児童が障害を支給事由とする公的年金を受けることができるとき。

▼所得制限　　　　　　　　　　　
　請求者または配偶者および扶養義務者（同居している請求者の父母・兄弟姉妹など）に下記の所
得制限限度額表の扶養親族等の数に応じた金額以上の所得がある場合は、受給資格を認定されても
手当は支給されません。
【所得制限限度額表】

扶養親族等の数 請求者（本人） 配偶者・扶養義務者
０人 4,596,000 円 6,287,000 円
１人 4,976,000 円 6,536,000 円
２人 5,356,000 円 6,749,000 円
３人 5,736,000 円 6,962,000 円
４人 6,116,000 円 7,175,000 円

５人以上 扶養親族１人につき
380,000 円ずつ加算

扶養親族１人につき
213,000 円ずつ加算

加算額
◆老人控除対象配偶者加算額および老人
　扶養親族 1 人につき　　　　100,000 円
◆特定扶養親族 1 人につき　　250,000 円

◆老人扶養親族（扶養親族と同数の場
　合は 1 人を除き）1 人につき　　　

60,000 円
【所得の計算方法】

所得額＝年間収入金額－必要経費（給与所得控除額）－80,000円－諸控除

【諸控除の額】
　寡婦（夫）控除 270,000 円 　配偶者特別控除

住民税で控除された額
（人によって控除額は異なります。）

　寡婦控除（特例） 350,000 円 　医療費控除
　障害者控除 270,000 円 　雑損控除
　特別障害者控除 400,000 円 　小規模企業等掛金控除
　勤労学生控除 270,000 円

▼手続きに必要なもの　　　　　　
◇特別児童扶養手当認定請求書
◇戸籍謄本（請求者と対象児童のもの）
◇住民票謄本（請求者と対象児童の世帯全員のもの）
◇児童の障害程度について医師の診断書
◇特別児童扶養手当振込先口座申出書
◇その他（必要に応じて提出していただく書類があります。）

▼手当額（月額）　　　　　　　　　
▽障害程度 1 級　50,750 円
▽障害程度 2 級　33,800 円
　※手当額は、児童の障害程度に応じて決まります。
☆受給資格者として認定されれば、申請の翌月から手当の支給を受けることができます。
　ただし、前年の所得が制限額を超過した年度は、手当は支給されません。

▼詳しくは、子育て福祉課まで
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　毎年 8 月に、児童扶養手当受給資格者の方は「現況届」、特別児童扶養手当受給資格者の方は「所
得状況届」を提出する必要があります。
　受給者の皆さんには案内通知を送付しますので、児童扶養手当受給資格者の方は 8 月 1 日から
31 日まで（土・日を除く。）、特別児童扶養手当受給資格者の方は 8 月 11 日から 9 月 10 日まで（土・
日を除く。）に必ず手続きしてください。
　なお、全額支給停止になっている方も手続きが必要です。（ただし、特別児童扶養手当を 2 年続
けて支給停止となる方は、提出の必要はありません。）
※手続きをされないと 8 月分以降の手当の支給を受けることができなくなります。また、2 年間手
続きをされないと受給資格がなくなりますのでご注意ください。

▼詳しくは、子育て福祉課まで

児童扶養手当・特別児童扶養手当受給資格者の皆さまへ！

　児童扶養手当現況届の申請時期にあわせて、奈良県母子・スマイルセンターの就業相談員による
巡回就業相談を実施します。
　就業相談を希望される方は、各相談日の 2 日前までに子育て福祉課へ予約のうえお越しください。

巡回就業相談日：8 月 13 日／ 20 日／ 27 日（金）【予約制】
　　　　　　　　午前 9 時 30 分から正午まで

▼予約・問い合わせは、子育て福祉課【☎（48）2811】まで

　母子家庭等の就業による
自立支援のための巡回就業相談　

　　　後期受講生募集！　　　

　　　水中運動で体力づくり！　　　

　　　あなたもはじめてみませんか？　　　
　葛城市では、温水プールを利用していつまでも若々しい体を保つための教室を開催します。
みんなで楽しく体を動かして、元気になりませんか？

日時　　　9 月 8 日（水）～ 12 月 1 日（水）毎週水曜日　計 12 回〔ただし、11 月 3 日（水）を除く〕
　　　　　午前 10 時 10 分～ 11 時 40 分
場所　　　染野 789 − 1　福祉総合ステーション（ゆうあいステーション）
内容　　　運動指導士による水中ウォークや水中シェイプアップの運動や体操を行い、定期的に体
　　　　　力測定や評価を行います。
対象者　　市内在住の 65 歳以上で要介護認定を受けておらず、プールでの運動を通して体力づく
　　　　　りに意欲的な方で、初めて本教室の受講を希望される方。
　　　　　※以前ゆうあいステーションで本教室を受講された方は、受講できません。
定員　　　30 名程度（先着順）
募集締切　8 月 31 日（火） 
費用　　　プール等の使用料として 1 回あたり 300 円が必要となります。

▼詳しくは、長寿福祉課【☎（48）2811】まで

誰でもできる　水中運動教室
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葛城市教育委員会からのお知らせ

　葛城市教育委員会では、適切な就園・就学を進めるため、下記のとおり教育相談を実施します。
ご希望の方はこの機会にぜひお申し込みください。
1. 対象者　　　　平成 23 年４月に市立幼稚園・小・中学校への入園・入学予定および県立特別支
　　　　　　　　援学校小学部への入学希望で、現在市内の私立保育園及び市外の幼稚園・保育園
　　　　　　　　（所）・その他教育機関に在籍、または自宅療養中のお子さまとその保護者
　　　　　　　　※現在市立の幼稚園・保育所・小学校に在籍中のお子さまのご相談は、巡回中の
　　　　　　　　　葛城市適応指導教室の心理士が対応します。ご遠慮なく担任の先生にご相談く
　　　　　　　　　ださい。
2. 日程　　　　　9 ～ 10 月を予定しています。日程は、お申し込みいただいた方と宜調整します。
3. 場所　　　　　當麻文化会館および市役所當麻庁舎（予定）
4. 内容　　　　　就園・就学にあたってご心配な事柄
5. 相談方法　　　○専門の先生がご相談に応じます。○お子さまに問答や簡単な作業をお願いす
　　　　　　　　る場合があります。 ○相談料は無料です。○相談内容の秘密は厳守します。
6. 相談時間　　　1 人あたり 1 時間 30 分～ 2 時間程度
7. 申込　　　　　9 月 10 日（金）までに学校教育課（當麻庁舎）へお申し込みください。

平成 23年度市立幼稚園・小・中学校への入園・入学および
県立特別支援学校小学部への入学希望に伴う教育相談を実施します

葛城っ子スペシャル・ショットシリーズ

　「スーパーボールすくいは、こっちですよー !!」　　　
　７月９日（金）に行われた、磐城・當麻両幼稚園夕涼み会。
　元気な声は、白鳳中学校生です。夕涼み会の裏方として、したた
る汗をぬぐいつつ懸命に走り回ります。カレーの配膳、子ども達の
食事の世話、各種模擬店のお手伝いなど、次から次へと用事ができ
ます。しかし、どの生徒もやる気満々。生徒会を中心に行っている
ボランティア活動の一環で、磐城幼稚園の運動会、子育て支援セン
ター主催の「お楽しみ土曜日」などにも出かけます。
　こうした活動は、人に対する優しさや思いやりを育み、みんなの
ために汗を流す喜びや楽しさを味わう機会となっています。

　農業委員会（堀川雅由会長）では、昨年に引き続き農地の有効利用を行い、遊
休農地解消に取り組んでいます。今年度は、農政の基本計画である自給率の向上
をテーマに、葛木地区の農地約 17 アールにおいて、多品種の栽培を行っています。
　この農地は 20 年以上耕作されずに遊休農地となっていたため、まず 4 月に、
農業委員からなる遊休農地活用委員会（杉村宏委員
長）で、作付け可能な状態に復旧しました。その後 5
月に、綿、さつまいも、景観作物（ひまわり、コスモス）

等を植え付け、今後も黒豆、小豆等の作付けを計画しています。
　また、広く市民に知っていただくために看板を設置しました。　　　　　　

▼農業委員会

　農業委員会による遊休農地解消活動

したたる汗をぬぐいつつ ･･･
白鳳中学校
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都市計画の変更案についての
公聴会の開催

　奈良県では、都市計画の変更案に関する公聴会を
次のとおり開催します。ただし、公述申出書の提出
がなかった場合は公聴会の開催を中止します。

都市計画の種類　
①都市計画区域の整備、開発および保全の方針
　（都市計画区域マスタープラン）
②市街化区域と市街化調整区域との区分
③用途地域

奈良会場
日時　8 月 28 日（土）　午後 1 時～
場所　奈良市上三条町 23 − 4　中部公民館　ホール
橿原会場
日時　8 月 29 日（日）　午後 1 時～
場所　橿原市北八木町 3 − 65 − 5　橿原文化会館　小ホール

閲覧期間　変更案は、8 月 3 日（火）～ 17 日（火）
まで、奈良県庁都市計画室と市役所都市計画課で閲
覧できます。また、奈良県都市計画室ホームページ
に掲載します。

公述申出書の提出　この公聴会で意見を述べること
を希望する方（ただし、関係市町村の住民その他の
利害関係者に限ります。）は、氏名、住所、年齢、職
業、電話番号、公述希望日、意見の要旨およびその
理由を記載した公述申出書を、8 月 18 日（水）（必着）
までに奈良県庁都市計画室へ提出してください。

問い合わせ先
奈良県庁都市計画室【☎ 0742（27）7520】　
市役所都市計画課【☎（69）3001】

　本年 10 月１日、全国一斉に国勢調査が実施されます。この調査は、日本国内に
住むすべての人および世帯を対象に、大正 9 年から 5 年ごとに行われています。
　9 月下旬から調査員が皆さまのお宅を訪問し、調査票と提出用の封筒をお配りします。
　日本の未来を考えるうえで欠くことのできないデータを得るため、総務省が都道府県・市町村を
通じて実施するものです。お忙しいことと思いますが、ご協力、どうぞよろしくお願いします。

秘密は固く守られますので、ご安心ください。
　調査員は非常勤の国家公務員で、守秘義務が課せられています。
　さらに、今回から完全封入提出方式ですので、調査員が提出用封筒を開封することなく、市町村
に提出されます。（また、郵送で提出することもできます。）

▼詳しくは、平成 22 年　国勢調査　葛城市実施本部（企画部　情報推進課）まで

　平成 22年　国勢調査　10月１日実施
　　　　　　ご協力よろしくお願いします。

リニア親子セミナー
～超低温の不思議な世界～

　県内在住・在学の小学生とその保護者を対象に、
工作などを通して「超低温の不思議な世界」が体
験いただける、リニア親子セミナーを開催します。
①リニア中央新幹線ってなんだろう？？（DVD 放映）
②サイエンスショー「超低温のふしぎな世界」
③工作「シャカシャカライト」
④きっづ光科学館ふぉとんの見学

　参加要領は以下のとおりです。

日時　8 月 28 日（土）午後 1 時～ 4 時
場所　京都府木津川市梅見台 8 − 1
　　　きっづ光科学館ふぉとん
対象　県内在住・在学の小学生（複数可）とその
　　　保護者（1 名）を１組として 100 名。
　　　（応募者多数のときは、抽選します。）
参加費　親子 1 組 100 円（工作材料費含む）
お願い　参加した小学生のみなさんは、9 月 30
　　　日までに感想文または絵をかいて送ってく
　　　ださい。リニア中央新幹線展等で展示します。
応募方法　往復はがきに、住所、電話番号、親子
　　　の氏名（ふりがな）、小学校名、学年およ
　　　び何を見て応募されたのか（広報誌・新聞
　　　名など）を明記のうえ、下記あてにお送り
　　　ください。

　〒 630 − 8501　奈良市登大路町 30
　奈良県庁　道路・交通環境課内
　リニア中央新幹線建設促進奈良県期成同盟会

締切　8 月 16 日（月）必着
問い合わせ先　【☎ 0742（27）8102】
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▼
申
し
込
み
方
法

　

當
麻
文
化
会
館･

中
央
公
民
館
の
窓
口

か
、
郵
便
で
申
し
込
み
が
で
き
ま
す
。

　
★
當
麻
文
化
会
館
・
中
央
公
民
館
の
窓
口

　

で
の
申
し
込
み
方
法

１
．
両
施
設
に
あ
る
専
用
の
申
込
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
し
て
講
座
ご
と
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

２
．
ご
本
人
宛
の
住
所･

氏
名
を
記
入
し

た
「
郵
便
は
が
き
」
を
講
座
ご
と
に
１
枚

ご
持
参
く
だ
さ
い
。（「
郵
便
は
が
き
」
の

裏
面
は
白
紙
の
ま
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。）

★
「
往
復
は
が
き
」
で
の
申
し
込
み
方
法

　

次
の
要
領
に
従
い
「
往
復
は
が
き
」
を

作
成
し
、
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

①
往
信
用

宛
名
面

　

〒
６
３
９　

２
１
５
５

　

葛
城
市
竹
内
２
５
６　

９

　
　
　
　
　
　

當
麻
文
化
会
館　

行

裏
面

　

次
ペ
ー
ジ
の
記
入
例
を
参
照
し
て
記
入
。

②
返
信
用

宛
名
面

　

ご
自
分
の
郵
便
番
号
・
氏
名
・
住
所
を

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

裏
面

　

白
紙
の
ま
ま
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

お知らせ

平成 22 年度生涯学習講座（後期）募集のご案内

講座名 学習内容 講習日程
No.808
パソコン入門コース（週末）

パソコンをさわったことのな
い方のための入門コース。 11 月 13 ／ 14 ／ 20 ／ 21 ／ 27 ／ 28 日

No.809
インターネット初級コース（平日）

インターネットの基本を学ぶ
コース。 11 月 4 ／ 5 ／ 11 ／ 12 ／ 18 ／ 19 日

No.810
シニアのためのパソコンコース（週末）

60 歳以上の方を対象としたパ
ソコンの入門コース。 1 月  8 ／ 9 ／ 15 ／ 16 ／ 22 ／ 23 日

No.811
基礎からのワードコース（平日）

ワードを使用して文書作成の
基礎を学ぶコース。

11 月 25 ／ 26 日
12 月 2 ／ 3 ／ 9 ／ 10 日

No.812
基礎からのエクセルコース（週末）

エクセルを使用して表計算な
どの基礎を学ぶコース。

1 月 29 ／ 30 日
2 月  5 ／ 6 ／ 12 ／ 13 日

No.813
デジタルカメラ入門コース（平日）

デジタルカメラを使用してパソコ
ンでの印刷や編集を学ぶコース。 1 月  6 ／ 7 ／ 13 ／ 14 ／ 20 ／ 21 日

No.814
親子パソコンコース

親子でパソコンの基礎を学ぶ
コース。 12 月 4 ／ 5 ／ 11 ／ 12 日

場所　　　　當麻文化会館　3 階　メディアルーム　
時間　　　　午前 9 時 30 分～ 11 時 30 分
定員　　　　各コース共 22 名（親子パソコンコースは 2 名 1 組の 11 組）
実施回数　　各コース共 6 回（親子パソコンコースのみ 4 回）
受講資格　　市内在住・在勤の 18 歳以上（高校生は不可）の男女の方です。
　               　　（親子パソコン講座は市内在住の小学生とその保護者）

申込期間　　8 月 23 日（月）～ 9月 11 日（土）

▼
申
し
込
み
の
前
に
（
留
意
点
）

❶
今
回
募
集
す
る
各
講
座
は
前
期
（
５
月

か
ら
実
施
し
た
講
座
）
の
内
容
と
同
じ
で

す
。
よ
り
多
く
の
方
に
受
講
し
て
い
た
だ

く
た
め
に
、
前
期
に
受
講
さ
れ
た
講
座
に

後
期
は
申
し
込
む
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

❷
申
し
込
み
い
た
だ
い
た
ご
本
人
以
外
は

受
講
で
き
ま
せ
ん
。

❸
複
数
の
講
座
に
お
申
し
込
み
い
た
だ
け

ま
す
が
、
講
座
ご
と
に
申
し
込
み
（
返
信

用
は
が
き
・
申
込
用
紙
）
が
必
要
で
す
。

❹
受
講
料
は
無
料
で
す
が
、
教
材
費
等
は

実
費
負
担
に
な
り
ま
す
。（
テ
キ
ス
ト
代

金
と
し
て
６
０
０
円
程
度
）

❺
申
し
込
み
が
多
い
場
合
は
新
規
の
方
を

優
先
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
そ
の
上
で
、

定
員
を
超
え
た
講
座
は
公
開
抽
選
を
行
い

ま
す
。
公
開
抽
選
の
対
象
に
な
っ
た
方
に

は
日
程
・
場
所
等
を
後
日
郵
便
は
が
き
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

❻
申
し
込
み
が
少
数
の
場
合
は
、
講
座
を

開
講
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

❼
受
講
の
可
否
等
は
、
お
預
か
り
し
た
郵

便
は
が
き
で
（
10
月
初
旬
予
定
）
ご
本
人

に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

❽
電
話
で
の
申
込
受
付
は
行
い
ま
せ
ん
。
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平成 22 年度　生涯学習講座（後期）申込書
№ 808
講 座 名　　　パソコン入門コース
受講施設　　　當麻文化会館
ふりがな　　　かつらぎ　　 たろう
氏　　名　　　葛　　城　　太　　郎
　　　　　　　〒６３９－○○○○
住　　所　　　葛城市○○○○○
年　　齢　　　○○歳　　性別（男・女）
電話番号　　　○○○○－○○－○○○○

< 葛城市にお勤めの方のみ >
勤務先　　　　○○○○○会社
所在地　　　　葛城市○○○○○
電話番号　　　○○○○－○○－○○○○

平成 22 年度生涯学習講座（後期）募集のご案内

※
「
往
復
は
が
き
」
で
申
し
込
み
の
場
合

の
締
め
切
り
は
９
月
11
日
（
土
）
の
消
印

が
あ
る
も
の
と
し
ま
す
。
そ
れ
以
降
の
受

付
は
行
い
ま
せ
ん
の
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

★
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
奈
良
電
子
自
治

体
共
同
運
営
シ
ス
テ
ム
「
ｅ
古
都
な
ら
」

か
ら
も
、
お
申
し
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。 

▼
問
い
合
わ
せ
先

當
麻
文
化
会
館
【
☎
（
48
）
５
０
０
０
】

◆
往
信
用
裏
面　

記
入
例

パ
ソ
コ
ン
入
門
コ
ー
ス
申
し
込
み
の
場
合

●　

相
撲
体
験
入
門　

●

本
物
の
土
俵
の
上
で
、
お
す
も
う
さ
ん
気
分
を

味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か

　

相
撲
発
祥
の
地
に
ち
な
ん
で
、
実
際
の
土
俵
を
使
っ
て
相
撲
の
楽
し
さ
を
子
ど
も
た

ち
に
伝
え
、
相
撲
に
親
し
ん
で
も
ら
う
た
め
、
相
撲
館
「
け
は
や
座
」
で
『
相
撲
体
験

入
門
』
を
開
催
し
ま
す
。

①
日
時　
　
　

８
月
19
日
（
木
）
〜
８
月
23
日
（
月
）

      　
　
　
　

午
後
３
時
30
分
〜
５
時

②
場
所　
　
　

當
麻
83　

１　

相
撲
館

③
対
象　
　
　

市
内
在
住
の
小
学
生
以
下
で
、
期
間
内
に
３
日
以
上
参
加
で
き
る
方

④
募
集
人
数　
20
名
（
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
）

⑤
参
加
費　
　

無
料
（
た
だ
し
、
保
険
代
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。）

※　

参
加
者
は
、
運
動
の
で
き
る
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

相
撲
館
【
☎
（
48
）
４
６
１
１
】

商
工
観
光
課
【
☎
（
48
）
２
８
１
１
】

第
38
回
奈
良
県
心
身
障
害
者
作
品
展

●
●
作
品
募
集
●
●

①
対
象
者

　

市
内
に
在
住
の
心
身
障
害
者
（
児
）
の
方

②
種
目

　

絵
画
／
写
真
／
書
道
／
工
芸
／
手
芸
／

　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
タ
イ
プ
ア
ー
ト
の
６

　

種
目

③
出
品
点
数

　

種
目
、
個
人
作
品
、
合
同
作
品
を
問
わ

　

ず
１
人
１
点

④
出
品
規
格

　

縦
１
．
２
ｍ
、
横
１
．
８
ｍ
、
奥
ゆ
き

　

１
．
５
ｍ
以
内
（
額
装
、
枠
張
り
、
装

　

飾
、
設
備
等
を
含
む
）

⑤
期
間

　

12
月
４
日
（
土
）
〜
12
月
９
日
（
木
）

※
た
だ
し
、
12
月
６
日
（
月
）
は
休
館

⑥
時
間

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
た
だ
し
、
12
月
９
日
（
木
）
は
正
午
ま
で

⑦
展
示
場
所

　

奈
良
市
登
大
路
町

　

奈
良
県
文
化
会
館　

展
示
室
Ａ
・
Ｂ

　

お
よ
び
特
別
展
示
室

⑧
申
し
込
み
締
切

　

９
月
17
日
（
金
）

※
作
品
提
出
期
限
は
11
月
19
日
（
金
）

⑨
申
込
先

　

社
会
福
祉
課

※
応
募
い
た
だ
い
た
作
品
は
、
県
の
作
品

展
終
了
後
、
市
役
所
で
も
展
示
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

▼
詳
し
く
は
、
社
会
福
祉
課
ま
で
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   毎月 11 日は
   人権を確かめあう日です

奈良県市町村人権・同和問題
啓発活動推進本部
葛城市人権問題啓発活動推進本部

人権人権

人　権

第 3 期「人権教育地区別懇談会」を開催します

　葛城市人権教育推進協議会（葛城市人推協）は葛城市人権問題啓発活動
推進本部と葛城市教育委員会との共催で葛城市が誕生して以来５年間、第 1
期と第 2 期の「人権教育地区別懇談会」（以下「地区懇」）を開催してきました。
そして、本年と来年度にかけて第 3 期の「地区懇」を市内すべての地区（44
地区）で開催します。多数の皆さまのご参加をお待ちしております。

1.「地区懇」の目的
　困ったときには、お互いに助け合い、支え合うことのできる地域、誰も
が住んでよかったと言える地域、そういう地域社会をつくるために、一人
ひとりが「人権」について話し合い、考えようとするものです。

2. 第 3 期のテーマ　「何か気になる？」
　私たちの周辺で起こる人権に関する問題点を、パネルを見ながら考え、
話し合います。
 
3. 地区懇の手法
①　開会（区長さんの挨拶）
②　趣旨説明
③　小グループでの話し合い（司会者からの問題提起・話し合い）
④　講師より指導・助言
⑤　閉会（主催者の御礼）

4. 本年度の開催地区・日時・場所
No. 地区 開催日 曜日 時間 場所
1 忍海 7 月 3 日 土 19：30 忍海集会所
2 薑 7 月 10 日 土 19：00 薑コミュニティーセンター
3 太田 7 月 14 日 水 19：30 太田集落センター
4 新村 7 月 25 日 日 20：00 新村分館
5 南新町 8 月 27 日 金 19：00 南新町分館
6 山田 8 月 28 日 土 19：30 山田集会所
7 中戸 8 月 28 日 土 20：00 中戸公民館
8 西辻 9 月 4 日 土 19：30 西辻コミュニティーセンター
9 南花内 9 月 5 日 日 9：00 南花内コミュニティーセンター
10 南今市 9 月 11 日 土 19：30 南今市公民館
11 兵家 9 月 18 日 土 19：30 兵家公民館
12 大畑 9 月 19 日 日 19：30 大畑集落センター
13 弁之庄 9 月 25 日 土 19：00 弁之庄分館
14 北花内 10 月 2 日 土 19：00 北花内コミュニティーセンター
15 新町 10 月 2 日 土 19：30 新町分館
16 葛木 10 月 3 日 日 19：00 葛木コミュニティーセンター
17 大屋 10 月 3 日 日 20：00 大屋コミュニティーセンター
18 八川 10 月 16 日 土 19：00 八川分館
19 竹内 10 月 31 日 日 19：30 竹内集落センター
20 平岡 11 月 6 日 土 19：30 平岡分館
21 寺口 11 月 13 日 土 19：00 寺口ふれあい集会所
22 長尾 11 月 21 日 日 13：30 磐城地区公民館

▼詳しくは、人権政策課まで
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▽ ▼ 119 コーナー ▲ △ 平成 22年 6月中　　火災… 2 件　救急… 120 件　救助… 7 件
平成 22年の累計　　火災… 3 件　救急… 675 件　救助… 17 件

消防署　一般の問い合わせ  ☎（69）7171 ／ 火事の問い合わせ ☎（69）9988

地 域 安 全 ニ ュ ー ス
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絵巻第 7 段
當麻寺練供養の一場面
絵・土佐光蔵（室町時代）
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問い合わせ先／子育て支援センター（新庄健康福祉センター内）
　　　　　　　☎（��）���1　FAX（��）��01

”子育て支援センター”においでよ！

●●●　８月～９月の予定　●●●
日 月 火 水 木 金 土

� 月

1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 31

９月

1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30

つどいの広場 キンダーランド
わんぱくルーム ひよこルーム

　お話を楽しむ日　午前10時 30分〜
　　　9月 8日（水）　當麻児童館
　　　9月 13 日（月）　當麻文化会館 3階
　　　9月 15 日（水）　子育て支援センター
　童謡を楽しむ日　午前10時〜
　　　9月 6日（月）　當麻文化会館 3階

◆お知らせ◆
8 月実施の “ つどいの広場 ” で、中学生との
ふれあい交流があります。中学生のお兄ちゃ
ん・お姉ちゃんが一緒に遊んでくれます。
ぜひ参加してください。

　キンダーラ
ン ド（3 歳 児
の子育て教室）
に参加の親子
が、6 月 4 日・
18 日 に 忍 海・
新 庄 北・ 新 庄
幼稚園を訪問

し、幼稚園児と交流しました。園児と一緒に色水
遊びや砂場あそびをさせてもらったり、体操をし
ました。また、保育室では一緒に♪なべなべそこ
ぬけ♪をして遊び、お兄ちゃん・お姉ちゃんやお
家の人と一緒に楽しいひと時を過ごしました。　
地域の子ども同士かかわることが、縦のつながり
のきっかけとなり、地域に帰っても交流を深めて
いけたらと思います。
　この幼稚園との交流が『地域を結ぶかけはし』
になればと思っています。

　7 月 1 日に歴史博物館で、
『親子ふれあい遊び』があり

ました。たくさんの親子が
参加し、川瀬弘樹先生の指
導で、親子でふれあって遊
ぶことを楽しみました。お
家の人と一緒に手遊びをし
たり、いっぱい体を触れあ

ったり、音楽に合わせて体を動かしたりしながら
遊びました。
　おうちではなかなか親子でふれあう機会があり
ませんが、家事の合間に、子どもが寝る前に今回
教えていただいたふれあい遊びを取り入れて、親
子でかかわる時間を少し
でももってほしいと思い
ます。そうすることで、
より一層親子の絆を深め
ることにつながると思い
ます。

▼地域の幼稚園との交流 ▼親子ふれあい遊びをしました

子育てワンポイントアドバイス
暑い夏到来・紫外線対策をしましょう！

　子どもと一緒にお出かけする時は、子どもも大
人 も日焼けには注意しましょう。
①つばの広い帽子をかぶろう
　日よけの部分ができるだけ多いものを選びまし
　ょう。
②外遊びの時間帯を考えよう
　1 日の中で紫外線の照射量は一般的に日中ほど
　多くなります。
③コンクリートの上を避けて遊ぼう
　外遊びでは照り返しが少ない土の上、または木
　陰で遊びましょう。
④服装に気をつけよう
　熱を吸収しにくい素材のものを選びましょう。
★水分も十分補給し、熱中症対策も忘れずに！！
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健康増進課　インフォメーション
問い合わせ先／健康増進課（新庄健康福祉センター）
　　　　　　　☎（��）��00

簡単！みんなで作ろう　“あんじょうみそ ”
毎年ご好評いただいています“あんじょうみそ”づくりを、今年度も実施します

　“ あんじょうみそ ” は、「塩分控え目」「カルシウム強化」「ミネラル豊富」などの特徴を兼ね備え、
材料を混ぜるといった簡単な作業で作ることができます。難しい知識や技術は必要ありません。初
めての方でも気軽にご参加ください。
　“ あんじょうみそ ” づくりを通じて、地域の皆さんと楽しく交流し、普段の食生活を見直す良い
機会にしていただければと思います。
　お申し込みは、新庄健康福祉センターまで、お電話にてお願いします。午前、午後ともに、40
人の定員に達し次第締め切ります。皆さんのご参加をお待ちしております。

　　【日時】　　　8 月 24 日（火）
　　　　　　　　午前の部　午前 10 時 30 分～正午頃（午前 10 時から受付）
　　　　　　　　午後の部　午後 2 時～ 3 時 30 分頃（午後 1 時 30 分から受付）
　　【場所】　　　新庄健康福祉センター　3 階
　　【参加費】　　1 口（約 3㎏）　1000 円　※何口でもお申し込みできます。
　　【申込期間】　8 月 10 日（火）～ 17 日（火）まで
　　　　　　　　※エプロン、三角巾、マスク、みそを持ち帰る気密性の高い容器をご持参ください。

　献血のお知らせ　8 月 24 日（火）當麻保健センター前　午後 1 時 30 分～ 4 時　

●●●タバコ　やめませんか？●●●
連載第 2回「私は、これで禁煙に成功しました」

　禁煙歴 7 か月になるＡさん（葛城市在住の 49 歳男性）にインタビューしました。
　禁煙したいと考えている方はぜひ参考にしてください。

Ｑ 1．なぜやめようと思いましたか？
Ａ 1．1 日 30 から 40 本、約 30 年間吸っていた。以前から健康のためにやめようとは思っていた。
　そこに、友人や家族から「タバコさえ吸わなければ、言うことないのに」と言われたり、ヘビー
　スモーカーの知人の突然の死に禁煙を真剣に考えるようになった。

Ｑ 2．どのようにしてやめましたか？
Ａ 2．偶然入った禁煙外来のある病院で、ニコチンパッチ（禁煙グッズ）を貼る方法で禁煙した。
　ただ、食欲が増してご飯がおいしくなり太りだし、痩せるためにウォーキングを始めた。週 4 日
　1 時間半は歩いている。おかげで体重は元に戻りつつある。

Ｑ 3．禁煙中は、吸いたくなりませんでしたか？
Ａ 3．みんなが言うほど吸いたいとは思わなかった。知人や家族から「まあ無理やろ。禁煙はでき
　へんやろ。」と言われたので意地になって「見返してやれ」というような気持ちで吸わなかった。
　また、子どもとの禁煙約束が常に頭のすみにあった。

Ｑ 4．禁煙してよかったことは？
Ａ 4．『ご飯がおいしい』『血圧が下がった』『ウォーキング仲間ができた』

Ｑ 5．これから禁煙しようと考えている方へのメッセージを。
Ａ 5．禁煙する⇨よく食べる⇨太る⇨運動する⇨熟睡⇨健康を自覚⇨行動範囲が広がる。
　禁煙してご飯をおいしく食べられるか確かめてみよう。
　禁煙して太るか確かめてみよう。
　絶対禁煙するんだと気負わずに気軽に始めましょう。
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文化会館ニュース 新庄文化会館　☎（69）4600
當麻文化会館　☎（48）5000

8 月 9月
日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

新庄文化会館 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4

當麻文化会館 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4

は休館日

★　お知らせ　★

＊都合により一部催し物が変更になる場合がありますので、ご了承ください。＊準備､ リハーサル等での使用に関しては本表に
記載しておりません。＊詳細は主催者にお問い合わせください。

★　催し物のご案内　（8月 1日〜 9月 4日）　★

月　日 催　し　物 入場方法 開演時間 主催者 連絡先
8 月 8 日（日） 木とあそぼう！木工工作 参加申込

要 13:30 〜 新庄図書館 0745-69-4646
【新庄図書館】

新庄文化会館（展示室）

新庄文化会館（マルベリーホール）
月　日 催　し　物 入場方法 開演時間 主催者 連絡先

8 月 6 日（金） 反戦平和学習 関係者 9:00 〜
12:00 新庄中学校

0745-69-3301
【新庄中学校】

8月 8日（日） ピアノ発表会 関係者 12:10 〜 　　　　 　　　　

8月28日（土） 葛城南組お待ち受け法要 関係者 13:30 〜
15:45 奈良教区葛城南組 0745-69-2152

月　日 催　し　物 入場方法 開演時間 主催者 連絡先
8 月 6 日（金） 反戦平和学習 関係者 9:00 〜 白鳳中学校 0745-48-2054

【白鳳中学校】

當麻文化会館（ホール）

秋川雅史コンサートツアー
２０１０～２０１１

　5 年目に突入し
た、秋川雅史コン
サートツアー。ファ
ン待望のニューアル
バム「ファンタジス
タ～翼を下さい～」
をひっさげての新し
いプログラムでお送
りする。
　まだまだ進化し続
けるテノール界のファンタジスタ秋川雅史の生の歌
声と軽快なトークをお楽しみください。

【日時】　9 月 25 日（土）
　開場　午後 3 時 30 分
　開演　午後 4 時

【会場】　新庄文化会館　マルベリーホール
【料金】　全席指定
　一　般　4000 円（当日 500 円増）　
　友の会　3600 円（1 会員につき 2 枚まで）

【チケット発売場所】
　新庄文化会館・チケットぴあ・ローソンチケット

【主催】　葛城市
【問い合わせ】　新庄文化会館

【出演】　笑福亭鶴光
　　　　笑福亭三喬
　　　　笑福亭羽光

【日時】　12 月 12 日（日）
　開場　午後 1 時 30 分　
　開演　午後 2 時

【会場】　新庄文化会館　マルベリーホール
【木戸銭】　全席指定
　一　般　2000 円（税込／当日 500 円増）
　友の会　1800 円（税込／ 1 会員につき 2 枚まで）
　　　　　※小学生未満は入場できません。

【チケット発売日】
　一　般　9 月 11 日（土）
　　　　　午前 10 時～（電話予約　午後 1 時～）
　友の会　電話先行予約　9 月 4 日（土）
　　　　　　　　　　　　午前 10 時～

【チケット発売場所】
　新庄文化会館・チケットぴあ・ローソンチケット

【主催】　葛城市
【問い合わせ】　新庄文化会館

第 16 回♪ミュージック・フェスティバル♪
ポップス限定！！のど自慢大会！！

　豪華セットのカラオケステージでおもいっきり、
自慢の歌声を披露してみませんか？
※詳細は、広報かつらぎ９月号に掲載します。

マルベリー寄席
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図書館だより 新庄図書館　☎（69）4646
當麻図書館　☎（48）6000

8 月 9月
日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

新庄図書館 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4

當麻図書館 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4

は休館日
は整理休館日

★　新着図書のご案内　★
新着図書は、ほかにもいろいろあります。
紙面に限りがありご紹介できませんが、ご来館の上、ぜひ
ご覧ください。また、ホームページでもご覧いただけます。

★新庄図書館
　日時：8 月 28 日（土）午後 2 時～
　場所：新庄図書館　おはなしの部屋
『小さい子のためのプログラム』
　絵本…またあした　
　絵本…ともだちや
　紙芝居…おかあさんまだかな
『大きい子のためのプログラム』
　手袋人形…からすの親子
　おはなし…金いろとさかのおんどり　ほか
　
★當麻図書館
　日時：8 月 22 日（日）午後 1 時 30 分～
　場所：當麻図書館　研修室
『夏のお楽しみ会』
　大型絵本…わにわにのおふろ
　おはなし…明かりをくれ！
　パノラマ絵本…まいごのまめのつる
　人形…ワルツ人形
　人形劇…ぐりとぐらのえんそく
＊おはなしが始まるとへやに入れません。
　時間に間に合うようにお越しください。

おはなし会のお知らせ

【第 14 回葛城歌壇短歌募集 締切りせまる】
◆応募方法　1 人 2 首以内（自作未発表作品／応
　募作品の著作権は新庄図書館に帰属します）
　応募用紙または原稿用紙に、作品、住所、名前、
　年齢、電話番号を記入（漢字に必ずフリガナ）
◆応募締切　8 月 31 日（火）（当日消印有効）
◆応募先／問い合わせ　新庄図書館

【ブックラリー開催】
　本を読んで、その内容に関するクイズに答えな
がらゴールを目指します。楽しみながらたくさん
の本に親しめる「ブックラリー」にぜひ挑戦して
ください！
◆日時　8 月 30 日（月）まで
◆場所　新庄図書館
◆対象　子ども
◆問い合わせ　新庄図書館

【木とあそぼう！　木工工作】
　木切れを組み合わせて自由につくろう！
　（くぎは使用しません）
◆日時　8 月 8 日（日）午後 1 時 30 分～
◆場所　新庄文化会館　展示室
◆対象　子ども（小学生未満は保護者同伴）
◆参加費　200 円（接着剤代）
※材料の準備がありますので、先着 30 名で締め
　切ります。
◆申し込み／問い合わせ　新庄図書館

【アイデア工作スクール開催】
　「いろんな変身　紙コップ」
　紙コップを使って工作をします。
◆日時　8 月 16 日（月）午後 1 時 30 分～ 3 時
◆場所　當麻図書館　研修室
◆講師　浜田　裕一 氏
◆対象　小学４年生から 6 年生　
◆募集人数　25 名（先着順）
◆持ち物　はさみ・セロハンテープ・のり
◆申し込み／問い合わせ　當麻図書館

① ③ ④② ⑤ ⑥

①人生はピンとキリだけ知ればいい
②短歌の作り方、教えてください
③パッション
④川のカエルと生きものたち
⑤めいたんていポアロン
⑥港町ヨコハマ異人館の秘密

森繁　建
俵　　万智
倉科　遼
松橋　利光
三田村信行
山崎　洋子

●當麻館　一般
●新庄館　一般
●當麻館　一般
●新庄館　児童
●新庄館　児童
●當麻館　児童
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新庄庁舎 ☎（69）3001
當麻庁舎 ☎（48）2811

市役所への
お問い合わせ

暮 

ら 

し

ト
ン
ベ
イ

◆

？
か
す
ま
い
て
い
届

広告欄　（有料広告を募集中です。詳しくは企画政策課まで。）

◆

炎
響
鼓
太
和
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び
結
「

情報コーナー
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８
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❖日時　8 月 12 日（木）第 2 木曜日
　　　　午前 9 時～正午
　場所　葛城市役所（新庄庁舎）
❖日時　8 月 19 日（木）第 3 木曜日
　　　　午前 9 時～正午
　場所　忍海集会所
❖日時　8 月 26 日（木）第 4 木曜日
　　　　午前 9 時～正午
　場所　當麻文化会館
◆申込　不要（先着順）
問い合わせ／
 人権政策課・総務財政課  

 【☎（69）3001】
 社会福祉協議会
  【☎（48）3373】

人権・行政・心配ごと相談

❖日時　8 月 19 日（木）第 3 木曜日
　　　　午後 1 時～ 4 時
　場所　葛城市役所（新庄庁舎）
❖日時　8 月 26 日（木）第 4 木曜日
　　　　午後 1 時～ 4 時
　場所　當麻文化会館
◆申込　相談（20 分）は予約制に
なっていますので、企画政策課ま
でお申し込みください。
問い合わせ／企画政策課

法律相談

◆申込　相談は予約面談制（30 分） 
ですので、必ず奈良弁護士会に電
話で事前予約してください。
※日時・場所等は、問い合わせ先
に確認してください。
問い合わせ／奈良弁護士会

【☎ 0742（22）2035】

中南和法律相談センタ−法律相談

❖日時　8 月 1 日（日）・9 月 5 日（日）
　　　　午前 9 時～正午
　場所　當麻文化会館団体交流室
　連絡先　【☎（69）2753】
❖日時　8 月 28 日（土）
　　　　午後 1 時～ 5 時
　場所　中央公民館会議室
　連絡先　【☎（69）2877】
問い合わせ／上記連絡先または都市計画課

増改築・耐震無料相談

「架空請求や悪質商法」などの消
費生活に関する相談に応じます。
❖月日　8 月 2・9・16・23・30 日（月）
　場所　當麻庁舎 1 階市民相談室
❖月日　9 月 6 日（月）
　場所　新庄庁舎 2 階 202 会議室
◆受付はいずれも
　午前 10 時～正午・午後 1 時～ 4 時
問い合わせ／商工観光課

消費生活相談

❖日時　8 月 25 日（水）
　受付　午前 10 時～ 11 時
　場所　新庄健康福祉センター
　内容　血圧測定・尿検査など
※健康手帳をお持ちの方はご持参
　ください。
問い合わせ／健康増進課

健康相談

❖日時　8 月 5 日（木）
　受付　午前 10 時～ 11 時
　場所　當麻保健センター
❖日時　8 月 26 日（木）・27 日（金）
　受付　午前 10 時～ 11 時
　場所　新庄健康福祉センター
　内容　身体測定、保健師・管理栄
　　　　養士による個別相談
※母子健康手帳をご持参ください。
問い合わせ／健康増進課

乳幼児健康相談

今月の
無料相談

情報コーナー
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付
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せ
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申
込
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は
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下
水
道
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す
。
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築
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辺

■
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領
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事
前
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込
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０
０
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※
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申
込
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。
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込
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２
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申
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込
み

で
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す
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往
復
は
が
き
に
、
①
氏
名
②

ふ
り
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な
③
年
齢
④
郵
便
番
号
⑤
住
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⑥

電
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番
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⑦
同
伴
者
⑧
年
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⑨
参
加
希
望
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ー
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市
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名
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い
。
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★ 人の動き ★　7 月 1 日現在（前月比）

	 男：17,526人	 女：18,891人　　	

	 計：36,417人（＋7人）

	 世帯数：13,031戸（＋4戸）

笛ふ

え

ど

う堂

新し

ん

ざ

い

け

在
家

大字紹介（第14回）
人口および世帯数は 7月 1日現在

　
　

人　

口
：
８
２
１
人

　
　

世
帯
数
：
２
６
９
戸

　
　

人　

口
：
３
３
３
人

　
　

世
帯
数
：
１
１
２
戸

大
字
名
の
由
来
：

　

こ
の
あ
た
り
は
、
中
世
（
鎌

倉
～
戦
国
時
代
）
の
新
庄
を
支

配
し
た
布
施
氏
の一
族
と
い
わ
れ

る
笛
堂
氏
の
本
拠
地
で
、
居
館

が
字
城
山
を
中
心
に
あ
っ
た
と

言
い
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
な

お
、笛
堂
の
「
笛
」
に
つ
い
て
は
、

笛
吹
の
「
笛
」
と
相
通
じ
る
と

こ
ろ
が
あ
り
、
柿
本
と
ゆ
か
り

が
深
い
と
言
い
伝
え
の
あ
る
「
万

葉
集
」
を
代
表
す
る
歌
人
の
柿

本
人
麻
呂
が
活
躍
し
て
い
た
こ

ろ
、
飛
鳥
（
現
在
の
橿
原
市
と

明
日
香
村
）
の
地
か
ら
二
上
山
、

さ
ら
に
竹
内
峠
を
越
え
た
飛
鳥

（
現
在
の
大
阪
府
太
子
町
）
に

向
か
う
葬
列
を
、
人
麻
呂
の
挽

歌
に
と
も
な
っ
て
笛
堂
の

笛
吹
の一
団
が
葬
送
行
進

曲
を
奏
で
た
と
の
説
も
あ

り
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら

笛
堂
の
地
名
の
起
源
は
、

笛
吹
、
柿
本
と
と
も
に

古
代
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
可

能
性
を
秘
め
て
い
ま
す
。

伝
説
や
逸
話
：

・
大
池
と
傘
堂

　

大お
い
け池
は
、
郡
山
藩
主
本
多
政

勝
候
に
よ
り
築
か
れ
ま
し
た
。
本

多
候
の
没
後
、
菩
提
を
弔
う
た
め

に
、
家
臣
や
地
域
の
村
人
に
よ
り
、

延
宝
２
年
（
１
６
７
４
年
）
に
真

柱
１
本
の
み
で
宝
形
造
り
の
瓦
屋

根
を
支
え
る
総
ケ
ヤ
キ
作
り
の
傘

堂
が
建
立
さ
れ
ま
し
た
。
毎
年
９

月
の
初
め
に
、
こ
の
大
池
に
よ
り

益
を
蒙
こ
う
む
っ
て
い
る
新
在
家
・

染
野
・
今
在
家
の
人
々
に

よ
っ
て
、
法
要
が
営
ま
れ
、

今
も
な
お
守
り
続
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

主
な
歴
史
遺
産
や
名
所
：

・
高
雄
寺
（
七
世
紀
後
半
、

役
小
角
に
よ
っ
て
開
か
れ
た

と
伝
え
ら
れ
る
。
最
盛
期

は
「
高
雄
千
軒
」
と
呼
ば

れ
る
ほ
ど
に
栄
え
た
。
境
内
の
由

緒
書
に
よ
る
と
後
鳥
羽
天
皇
・
後

白
河
天
皇
の
勅
願
寺
と
あ
る
。）

・
厳
島
神
社
（
祭
神
は
市
杵
島
比

売
命
。
浄
土
門
の
高
僧
で
「
往

生
要
集
」
を
著
し
た
恵
心
僧
都

が
幼
少
の
頃
、
こ
こ
で
勉
学
し
た

と
伝
わ
る
。）

加守

染野

新在家

勝根

木戸
當麻

長尾

竹内

兵家

太田

南今市

八川

大畑

尺土

今在家

疋田

中戸 辨之庄 北道穂
西室

東室

柿本

寺口

大屋
新庄

南道穂

北花内
笛堂

葛木

南藤井

林堂 南花内 新町

新村南新町

薑

忍海西辻

山田

平岡

山口 笛吹

梅室

脇田

笛堂

新在家

重
要
文
化
財
『
當
麻
寺
縁
起
絵
巻
』

　

戦
国
時
代
も
ま
っ
た
だ
な
か
の
享
禄
４
年
（
１
５
３
１
年
）

に
、『
當
麻
寺
縁
起
』
と
い
う
絵
巻
物
が
作
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
縁
起
は
３
巻
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
上
巻
に
は
當
麻

寺
の
創
建
が
描
か
れ
、
中
巻
・
下
巻
に
は
中
将
姫
の
出
生
と

蓮
糸
曼
荼
羅
の
由
来
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　
『
當
麻
寺
縁
起
絵
巻
』
は
、
当
時
の
朝
廷
絵
師
で
あ
っ
た

土
佐
光
茂
に
よ
っ
て
描
か
れ
ま
し
た
。
光
茂
は
哀
話
と
法
悦

に
み
ち
た
物
語
に
マ
ッ
チ
し
、
し
み
じ
み
と
し
た
情
感
を
、

彼
特
有
の
清
澄
な
色
彩
で
描
き
あ
げ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
歴
史
博
物
館
で
は
、
當
麻
寺
・
奈
良
国
立
博
物
館

の
ご
協
力
に
よ
り
、
こ
の
『
當
麻
寺
縁
起
絵
巻

−

下
巻

−

』

を
８
月
16
日
ま
で
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

お
そ
ら
く
、
当
絵
巻
下
巻
の
す
べ
て
を
公
開
す
る
の
は
、

葛
城
市
が
初
め
て
で
あ
り
、
ま
た
今
後
、
当
館
で
再
び
展
示

で
き
る
機
会
も
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
ぜ

ひ
、
ご
観
覧
く
だ
さ
い
。

▼
歴
史
博
物
館

葛
城
市
ふ
る
さ
と
探
訪 
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絵巻第 4段
染めた蓮糸で桜木（糸かけ桜）に
かける中将姫


